わが國酪農の基礎條件（2）水田を主とする一酪農家の資料経済 by 佐藤, 二郎
セ月1(')日に、四分切 2>Í:" 8 月 1(') 日に分施t>::t-~IU
極i本部i二者iこ比千τ劣る島第1匝の有妓分襲本
教多く'、使って、叉、有按分襲歩合の高いこさ
は注目すぺきである。
きたi二~先量調査の結果は、第 2 表iニ示す如く、
生育賦態ミ同様、各肥料の全量や基肥さしてホ.
第2表牧量調、査
:t.J: E量 E Z 2 3 4 
本 33，0 
目 1291腎.、 長 (em)i 65.7 60.8 62.31 61. 
櫨 長 (cm) 1611 1OAO 15.91 14. 
籾位批包1阻 i18; 17.o0 17.39 
1械の親粒滋: 63.6! d6.7 63.6 58.9 
親重量'(gr)1iI4.09! 45..39 '3.79 35.44 
親1000粒震量 (gr) 1!6.-OS 14.1!6 祖5.02 10・38
議 電 lI: (gr) 91.6 77.2 7壷.6 D7.n 
組重量/i誕重量xl00 59.1 58.8 58.7 61.5 
Ie軍E物翼量 (gr) 1~.6 121!.~ 1l8..4 93.0 
ツトめ地去面t二撒布した第1匝が最も優れ、同
じぐ上字屠の土壌に混合し大第ヨ匝がこれに湿
ぎ、硫酸アン号時アの半量右，?7-月1(')日坪遁肥ざ
しτ地表面i二撒布した第 3 匝及同じく 1~分の 3
4旨7月10日iニ、 w分の2右!，8月I唱に遁肥乏し
て地表面i二撮布した第 4 匝は共i乙劣ったのな~
る。闘も、締乾物重量、藁重量に1'てのみなら
今、籾重量に於τち劣うにのである9 第1匝は
腕位教が多〈籾重量が重いのみなら:昔、籾1(ゆ
位重量も亦重いのであって、このこさは、穂長
T"長〈、 1穂め籾性教が多いこごさ共に4充賓
のよい、性のよい稲が出来たこ~.t.f>示すもので
あるD
4・考察及摘要水稲直婚制備容法A二闘
する研究の結果明かになったこさは一一
硫唆アンモニアぞ基肥ざしτ全量冶矯種前地
表面t二施用したものが、土壌に混合したり、叉
包囲、 3回凡分施し?こものよりゐ優料る結果さ
1"勺七。
この研究結果は、 i基*i信瓶移厳栽培法ぞ前提
さした従来の水稲紺肥法iニ閥才る研究結果さ著
しく臭るものであるだがそれは直播栽培ヂの竿
~J.t目が移植栽培穏の生育相さ著ι 〈異るニ 150
雨者土壊の物理的帯遣が著:~<異るこさから来
る嘗然のE帯主の如〈であるョ同様のこさは、直
矯哉培の賓際に於て毎年何E誌でも普通的民認め
られるこさであって、このポット試験さ同一目・
的のa下iこ行った圃揚試験に於て‘も全く前一結身さ
さなったものである。圃揚試験の結果は後日報
.告する。
わが盟脂農の基礎侮件(~) 
水田を主とするー酪患家の富有料皆済
使 強
1・箔 言今日わが園農業l二おいで、努働
仰宅産性.t.f>高めるこさがきわめて重要なニさは
あらためていうまでも有いロしかし現賓の問題
さLて、就業者一人宮り経営面積がきbめて零
細であり、かつ農業部面亡可及的多くの雇傭
炉圃民程調的に要請されてゐるわが園農業の現
献においては、土地生産カの飛躍的向上が伶わ
ないかぎり努働生産力の費展も‘たのぞみえな
いこさは明らかであるめりここ=にわが園農業は
J:..地生産カさ労働生産カミを同時tニ並行的i二高、
め毛主ばならぬさいうき相/Jjて困難な課題そ投t子
治、けられτゐるのである。それは革なる機椅化、
i~ ;.0-
輩なる施肥増加などでは決しで解決しうるもの
ではな〈、生差方法ゐ綿合的、全機構的費革そ
強〈要請してゐる~である。
このにめi二は種キの技柵的、経脅的研究の結
果tこまにねばならぬさころカミ多Uのであるが、
農業生産組織の縦成替じよって経費の銃環軌道
金大きぐ迂回させ内部機能の吏互作用ぞ複雑高.
虞化せしめτ土地ー努働生産力ぞ並行的じ高め
ラる有力な契機さ子段を奥えるものさ考えられ . 
るのが有畜農業である。特に聞揖を遁じ耕種、
畜産雨前門が飼料、肥料、音均の面で相互的闘
連そ強更もつ動で酷農経膏は特4二右の作用が強
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い司わが圃摩業の酷農iヒが、論者の詑〈ょ・うぶ
';'.8世事巴の~洲に怠ける「農業改革」の如き役'llJ
Jをももうるかrうかは、彼主誌の農業紋態及び圃
j走経慣の性格の差から即断しえti.いじしても、
癒度経揺の中』ユiま「農業改革」的方式による農
業高度化の契機がふ〈まれτゐるこさは否定で
舎ない。しかしこの「農業i攻草」的意iをか如何
なる程度に賓現されるカ、は、そこでいかなる形， 
2慢の酷農が行わわるか、特じその酷農ずいかな
1.>嗣料経曹、いかなる土地利用形式をもっτゐ
るかじかかわるこさが太きいU勾
説圃酪曜の飼料棒成が経管副産物及び残淳、
野草、購入飼料の三者を主鰻乏したものである
バき経梼的根織につM除ては既iニのベに。 (r農壊
初究J17のめ終楽さいえPもこの3つの飼料棋
に依存するカはわが圃酷農l二喝ぐ作Jflするであ
ゐう。じかしニのような受動的飼料情成t二満足
ゼ歩、さらiζす歩んで冬季休閑地の飼料作、*
1ft裏作の飼料作えの構様、あるいは水闘の嗣料
;DIえの樽換など積根的方法が携じられねばなら
ぬaそじでこれは理論的にも可能であわ、貰際
的iニも効果やみけつつある。こめ:h"法こそ、農
擦の集約化、土地肥沃化、土地ー努働生産力の
賢展、農業の近代化~~・うコースによって、か
め「農業改革Jに遁守る主主でもある。 しかし集
約的水田工宅作の多いわが圃では、単なる飼料
作えの椋換は食糧農産物の減産、農業えi面えの
雇織の低下ぞ引き包じがちであるが、これは日
本の圃民館慣の現賦から許3れえないこさであ
00この意味でわが闘の農業改革は、かワての
肱昔IHニぉtrる「食業改革|に比し、はるかじ困
蝉な紐管距情的ならびl二嗣民値梼的僚件のもさ
tニあ治、れてゐるさいうこさ'が出来よう。現在日
本農業語、きわめτ園樺なぷ屈を役けかけられて
ゐるさいうのはこのような意味なのである。
以上のような問題ぞ考える揚合の一助乏して
筆者の調査した岡山麟商L面、邑久郡大イ白村)の
水田谷支さするー酷農家の樫管賦勝、特i二その
銅斜範演の分析の結果をここじ報告したい。補l
. 5fま一つの酷島地域高~.象さしてその倒差内容
tり傾向をみるこさじ主魁がおかれたが、本摘は
一戸の酪農恒膏，z.針象乏して緋地の一掃l二割料
作が喰ひこんだ掛合の嗣料構成令より徴税的l二
種均の角度から考察す声ミミι量動ぞおい?ニ&
のであるロなお集約度、~.働吸収力、生産性、t
牧利性等の問題には殆んど踊れT(ゐない台
2経営循環の需関連 この農窓の経管規
模は昭利22年度において2毛作田1町;JJ.支4
畝、淵4反3畝、計1町立反7畝、ほかに宅
地3畝、林地 11支で、純水田経管ではないが大
睦水田密主障さした経管であるa給奥飼料の重
要な給事~7}<.田 l二求めてゐる酷農経営~7}<.田酪
燥さ同事ぷさすれば、後じかかける表によって明
らか、なようじこの距普は水田酷農さ帯するこ15
が出来よう;白わT:固では特殊の地帯-i'除いてlま
このように7}<.閉じ若干の畑が組み合わされてゐ
る値管が一般的である。この 1.町7反7畝の笹
管l二ホルスタ 4シ搾乳牛3輔、育成平包頑が嗣
養され、成牛は役用tこも用いられるロ家族努働
力は能力換算3人である。
このような生産4条件のもさじおいで、この笹
管I~e'例ような循環軌道を描きながら蓮管され
てゐるであらうかロ元来、恒膏の循墳、再生産
の様式，z.特徴づけるものは、‘第ーに農誕生産の
規模、，第2に生産物の版膏、家事消費、耕種生
産的情費、*畜仕向の各愈j台、第:ょl二肥料飼料
の自給購入別の聞係、第告に肥料飼料の寂畜作
物別使用量なVであるが、以下簡箪にこれらに
ついて家撞やこころみ鰹管鰐環の輪廓を明らか
にしようJm
先づこの距管の土地利用ぜ況ぞ見るさ、 1町
3反4畝の水田jhJ<.網ー多額の作付型式そ主恒
三し可ゐるこさは一般さ費りはない。しかし冬
作のちち 1&fI畝には飼料用さしτ置恥紫雲
英が作付けらわ、 5畝には裸奈の間作さして紫
雲英が作付けられてゐるこさ，は注目ぞ要する。
制作t二ついτは冬作さしτは主12じて多類、一
部春馬鈴薯カ匂学付けられ、夏作さし、τは甘藷、
秋馬鈴薯、野菜類、飼桝作物なrが作付けられ 、
てゐる。飼料作物の韓培形式はなお模索の械を
脱せすまだ一定の輪作:方式ぞうみ出すに至つで
I lまゐないが、トウ毛ロコシ、家畜:用意プ.、甘宇治;
などが最初よ島制桝目的で切i作にある程度織込
まわてゐる艶がi主目される 3
つぎ，1ニ各種生産物的版昔、家事消費、耕種生
産的情費、家音仕向の各割合iI.>見るさ第表の
水うである。この表からも明らかなよラl二、臨
"Cla8) - 8 ← 
. 
第一表各種生産物の生産量さ仕向別割合
i 〈昭和~2年度)
I I佳盛物の仕問先刻.‘名|作 1生盛山刊百分率槻 E・ml闘名戸時原則騒1:1言語
玄米1'"3801 71 2~1 錨
水ーいl;:|:iZllBO 
米機 I1石8斗I f 
稲わら I1，施。賞I 1 
小修 I 11右
線
大
大
南
， 
• • • 
品化さわるものは自志消費をめぞいに毅物類、
4モ類が大部分であり、自家消費されるものは
穀類、イモ類め一部三野菜、豆類η大部分，であ
り、耕種再生産l二向けられるむのは、藁停類ゆ
一部さ種子用さιτの4号顕の少7部分t二すぎな
い。厩肥、牛尿の利用については後遁するカI~
これが経菅生産物の再生産的消費面門でいかに
重要な地位を占めているかさいうこさ、すなわ
ち有畜農業の生産的意義のいかに大きいかぞ知
るこさが出来る。ほ畜仕向じついtは飼料作じ
かなり重きやおドτゐるこの蛭管J.'a五、耕種
副産物及び趨詳のきわめて零細!なものはh吋=る
まて旬料化されてゐふこさが桂目されあわが
園酪農の画IJ注鞠庇F捜祥に射する依存俳の根強
さを示してゐる司
飼料闘係についτは吹節でぐわし〈述ぺるか
ら、ここでは肥料についてその自給購入閥係、
作物訓使用量などを示す155た表〈第~. 3表〉の
ようである。ミれによっτ購入肥料に劃して自
第二表 自給肥料め生産量S
作物別施用量(姐年度)
h両知書官軍
牛尿 3，500 一 1，3'∞ 一 1，200 500 600 k 
鶏糞 240 一 一 一 一 240 
一掴瞬現周
機肥※ 6;8∞ 2，600 4，200 一 -J 一 ー
人震毘 2，400 一 8伺 400 一 fio 7∞ 
草木N( 300 100 一 200 一 一 一
液君子の厩肥を含む
第三表踊入肥料の量さ作物加用量
く22年度7
雌 l掘作|修作l吋その他
硫安 122 56 
貫
66 I -ー ー
過保酸百!T<I 20.，5 20.5 一一
硫酸加星 3b 20 一
宥 JIt 31 .39 一
化成肥料 27 10 171 ~ 
給E料のもつ役割が非常t二大き旬、さいうこさ、
自給肥料中広おいτ乳牛t二由来する厩肥、牛尿
の比重が"ザ¥i二大きいこさ、しかもその厩肥牛
-9- • (129) 
. 
-j震が屈作、参作における生産力に大き《貢献し
τゐるニさなrをうかがうこさが出来る。試み
4ニ厩肥中の塑素量~O..5%、牛原中のそれぞT時
車、硫安のそれぞ20%ざして、6.2伺貨の厩肥さ
0・5明買の牛原を硫安t二換算LでみるEE¥それぞ
t約156'賀、 14，11賃合して295賀η硬安tこ相官ず
る百 この量は購入院安の約2・5倍に匹敵し、酪
農の肥料経曹におりo犬舎な役割ぞ知るこさが
第四表主要飼料の構成 (~2年目[)
1 I可洞化1i飼料II'F.~q ~!飼開閉J I誼脳臼竺1: I賢
f 主1 .1 爾
'. 
. 
，ヰ
配給飼桝1 12¥)1 241 82 
I 厳 324 36 1701 
購 ヨ修 糠 274 27 71 
入
勝樟大事修 59 5 畳g
犬・r.r; 1.5 1~ 
同
• 油 粕 4g 7 2~ 車専 乾煽甘路護 30 、3 9.51 
計 103.5 盛1嘩.fi
紫雲英 1.~~~I _ _1l ~1 : 1~~ 同-
.xYt-'レ F ジ9(j:j 1. 
|カプ 4501 41 2品
一 ト 50 0.5 1 
(1)綴織嗣科甘T 膚 300 56 
トウモロ zν 7 .0‘5 自
=ν 180 1:! 
世F刈大 R 300 13 35 
計 51..5 3ηE 
用馬鈴事| 11'1 
4 401 
i抑ii
畑町%-=拍手-，- 7~rづ「三
( (l)-:K2)ふ知的II H3111!>37 
出来るa
9・飼糊構成の分析 附簡で土地利用に関
連して飼料作物が水田裏作及び畑作じある程度
喰込んでゐるこさぞ遇ぺにが、ではその結果こ
の樫管の伺料楊成はtうなつでゐるrろdか占
け鰍吟給源別に1購入飼料三，n自給飼料さ
与分け、ずらに自給伺料そ(1)栽埼飼料。〉糧
管副産物及cl残淳、(町野草類、 (4)穀賓積の 4，
群に分けて見るさ第4表の如〈で旬うる。さらじ
この重史学にもさづいτ自給購λの割合及び自給
飼料の蛤l!別割合与を示すさ第5.6表の如ぐであ
る。これによれば自給飼料ざ購入飼料の割合は
可消化組蛋白質でそれぞ豹58%、42%、澱軒慣
でそれぞれ 75%、 25%ざなっτゐる。これは
附近一般の酷農家よりかなり自給度が高いよう
第五表飼料噂値給源問割合
!日滑 Ii6.fIlH'J( l澱 粉 領有.畳白寅 | 
』一一ーーー一一---ー一一一一一一一一一一ーーーーーー .--ーーで-司-~・，-・・守'咽圃剛幽閉』幽司ー・甲抽
I購 入 h 飼 草署 "'~96 25% 
'11自 鈴，飼 'ヰ 5耳 75 h 
21 18 
内 (~)司直勤残F害 16 32 
覇。}野 望安 11' 22 
(4)般質額 3 2 
であるが、正確な比較育料を持ち合がせてゐな
いD じかもこの購入伺料はほさん可すぺτ統制
配給飼料で、配給外i二購入しねものはわがか時
泊朝4R賓のみであるロ協学L牛3胡ゼ育成牛 2胡
を飼奮しながら、この農家の伺料鰹棋はかな匂
堅賓なもの?ささいうこさが出来るDつぎlこ自給
飼料の給額別割合そ第円表じついrみるに、日
本的酷農の特質さしで経管周産物及び鶏淳、野
草の占める地位は依黙さLて大きいaしかLこ
れのみでは全腫乏して伺料1成分が不足であるう
え、季節的にも冬期に良質の多汁賀飼料が干足
第六表 自給伺料給興別割合
!日化||澱粉伺粗音量台宮町 1 
栽場飼糾 I 3~% 1 24" 
副産物再び麹津| 羽 ド三 品
野1;'t額 I 31 1 3() 
般質類 1 5 I 3 
自給飼拠.昔十 I 1閃 r 1伺
(130) - 10ー
するので、伺料作腕帯し(紫雲為、聞や
主乏しその他青刈躍頁.者;<11:犬夜、カプなど〉そ
め一部はエンシνFジさしてゐる。これじより
自給飼料司教培飼料の占める割合は蛋白質36%
載勝置24%に蓬L、この経膏の飼料楊成の安定
化i二大き〈貢献してゐる。自給の穀賓もわ?か
に奥えてゐるが、こわ政小委ぞ額三交換したも
ので貰際lこは額三して給奥しにものであるD
つぎt二自給飼料の水田源、畑地源、耕地タK畦
畔〉源別割合ぞみるさ第7表めようである0・す
，第七表 自給飼料の水田、矧、
耕地外掠別割合.
」ー|可申化師自貿l澱 野債
水 関 司臨 51.&貫く36%) 長1)~.(38%)
畑 地 " 4.7 . 5 (33%) . 4.03 .(3μ〉事件地"'. ".0 (31%) 365 (~9，ω 1・・
It 14.3.0 (100"') 1.1137 (lOC~J 
なわちこれじよれば、可消化組蛋白質i二ついτ
は水田、畑、耕地外の願ざなり、澱研慣i二おいτ
込水田、畑、耕地外の眼さなり、 7~岡は蛋白質
副長官憤さもt二後も多〈の割合ぞ占めτゐる。し
かし3諒泉の差はわ歩かであって、 3者さもき
わめτ重要な飼料の給源さなっτゐる。さらに
自給飼料中の「殺堵飼料J~ r経管副産物及び
競棒JI二ついτ水間源、知l地源別審蛤ぞみるさ
第8:9表の如〈ずある下すなわち「綾堵飼料J
に9いては蛋白質、澱粉慣さもtこ水間源の割合
が大きぐ、特に蛋白質t二おいてそうである。こ
a れは全〈水田裏作紫雲英}二員うものである。 L
第八表・義樗飼料のポ困、知l源UI1l割合
|柿崎蛋白質I百倒
水回源 I32.6貧(63%)l' 16o貫くo5紛
国地源 I19.0' (37%) I 136 (必%)
針 I 51~5 ~l中平~ I 3∞(1∞紛
〆かし甘曹、青刈大h ・トウ毛ロコシ、ヵグなど
ドよる畑地源の飼料債値も決して無視出来ない
重さをもっτUる。「経管副産物及び残棒JI二つ
いては、可消化阻蛋白質では畑地掠の72%じ射
し水国旗はわ今治、i二28%で釦地源の割合がきね
めて大きい¥)1蹴研慣"'cは水田事、、畑地源さもt二
同程度である。これは水間源の稲藁が蛋白質の
第九表 町産物及び殻F干の水田、
r--
永田源
畑地源
tt 
知穂別割合
I liJff1o{U.ll.~吋澱開伺
11.nJl(:l.' %) 
28.5や2%)
勾.6qOO，%) 
265貫(50%)
2側 (50，.の
533 (l()<)%) 
比率の低い飼料であるこさに基因するものさ思
われる。-これに劃し、畑地掠め副産物及び雄涛
すなわち甘時鳥齢薯輩葉、大根葉、その他野菜
屑な切羽料源さしてかなめ重要な意味ぞもつ
ものであるこさを知りうる白
4・結 言以上述べたさころを簡約じτ締
括すれば次の如〈・である。
(1)日杏農業の近代化乃至高度化Iさいうきか
.めて困難f将殿直に鉛して、酷農化はそれに按抵.
する}つφ逸である0(2;耕地め一誠分を飼料作
に輔換したさの経営でも経脅副産物及び残津、
罰草、購入飼料えめ依存度は依然大i州、。携に
副産物及。，~量1宰はきわめて零細なものじいたる
まで誌意深.く飼料化されτゐるロ (3)酪農化じ
よむ使用肥料中自給肥料の比重がいちじるし〈
大さなり、米夢作の生産力i二大き〈貢献してゐ
'る与 (4)可論化阻蛋白質で58%、澱腎慣で7o%
が自給飼料によっtゐる。 (5)自I給飼斜のうち
可消化組蛋白質の::'6%、澱fi.!}慣の24%が綾堵銅
料ぞ給源さしでゐる。 (6)自給飼料のうちでは
7永田源問ものが最も多いが、畑地謀、耕地外旗
のものも重要な地位を占めτゐる。「哉堵飼料4
では蛋白質、澱粉慣さもt二水面事、のものが多い
が、「副産物及び残津」では搬船慣i二ついては水
田源、畑地掠同様なa-も、蛋白賀i三ついては断
然畑地源のものが多いa
以上のようi二耕地の一部を飼料作t二嶋換する
こさによっτ、飼料構成にかなり良好な結果そ
lもたらしてゐるのであるが、畑が依然さして重
要な飼料の給諒さなつτゐる勘は注意されな〈
はならぬ。同
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